
Ｑ　
２
月
８
日
の
衆
議
院
選
挙

に
お
い
て
自
民
党
が
歴
史
的
大

勝
を
し
、
盤
石
な
高
市
政
権
が 

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
過
去
最

強
の
政
権
に
期
待
し
望
む
こ
と

と
懸
念
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市 

長
の
見
解
、
認
識
を
伺
う
。

Ａ　
高
市
総
理
が
掲
げ
る
「
強

い
日
本
」
の
実
現
に
は
、
基
盤

と
な
る
地
方
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
。
国
会
は
、
議
論
の
場
で
あ
る
。
民

主
主
義
の
原
則
で
あ
る
議
論
に
よ
る
合
意
形
成

の
も
と
に
、
政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ　
複
合
施
設
の
使
用
料

金
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
公
民
館
使
用
料
よ
り
か

な
り
高
額
に
な
り
各
種
文

化
団
体
か
ら
、
今
後
継
続

的
な
活
動
が
で
き
な
く
な

る
と
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。
何
と
か
継
続
で
き
る
よ
う
、
激
変
緩
和
策

も
し
く
は
、
18
歳
以
下
同
様
に
シ
ニ
ア
世
代
に

も
減
免
措
置
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ　
使
用
料
の
減
免
適
用
は
、「
受
益
と
負
担
の

公
平
性
」
を
保
ち
な
が
ら
、
市
内
の
学
校
や
障

が
い
者
団
体
が
利
用
す
る
場
合
な
ど
、
政 

策

的
で
特
例
的
な
、
真
に
や
む
を
得
な
い
も
の
に

限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
料
は
、
将 

来

世
代
に
渡
っ
て
安
定
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
る
の
で
、
丁
寧
に

説
明
し
理
解
を
求
め
る
。

佐川　京子 議員

複合施設の使用料と減免措置についてさらなる検討を
使用料は、安定的にサービスを提供する貴重な財源

複合施設イメージ

Ｑ　
Ｄ
Ｘ
は
事
業
の
効
率
化
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に

産
業
振
興
を
行
う
の
か
、
考
え

を
伺
う
。

Ａ　
産

業
支
援

セ
ン
タ

ー
内
に

Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
相
談
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
市
内
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
を
支
援
し
て
い

く
。

Ｑ　
行
政
改
革
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は

各
種
業
務
手
順
の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
24
時
間
対
応
の
Ａ
Ｉ
相
談
窓
口
の

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
が
、
学
校
現
場
で
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
、
人

を
傷
つ
け
な
い
、
情
報
を
正
し
く
判
断
し
危
険

を
避
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
家
庭
で
の

話
し
合
い
を
通
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
正
し

い
使
い
方
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。

植村　美洋 議員

ＤＸで産業振興と行政改革
ＤＸ支援とＳＮＳの正しい使用

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
３月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。３月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

３月定例会において多くの方が傍聴にお越しくだ
さいました。ありがとうございました。

3月6日に実施した商工課主催の発表会
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Ｑ　
ご
み
削
減
の
現
在
の
対
策

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

や
生
ご
み
の
水
切
り
袋
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
た
め
の
雑
紙
保
管
袋

な
ど
を
配
布
し
、
ご
み
の
減
量

を
促
し
て
き
た
が
、
新
年
度
か

ら
、
よ
り
一
層
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
ご
み
組
成
分
析
調
査
の
実
施
、
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
、
試
験

的
に
生
ご
み
を
回
収
す
る
ボ
ッ
ク
ス
を
集
会
所

等
に
設
置
し
堆
肥
化
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

環
境
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代

や
転
入
者
を
対
象
と
し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
ご
み
の
分
別
及
び
減
量
に
関
す
る
情
報
を
発

信
し
、
ご
み
減
量
の
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。

Ｑ　
令
和
8
年
度
の
小
学
生
の
給
食
費
に
対
す

る
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
国
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
（
５
、

２
０
０
円
）
を
除
く
保
護
者
負
担
は
、
物
価
高

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
市
が
補
助
す
る
こ

と
で
負
担
が
無
く

な
り
、
実
質
無
償

化
に
な
る
。 室井　伸一 議員

市民一人一日当たりのごみ排出量は
生活系ごみ675ｇ事業系ごみ304ｇ計979ｇ

Ｑ　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
医
療
体
制

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
我
が
国
は
国
民
皆
保
険
制

度
の
下
で
、
世
界
の
最
高
レ
ベ

ル
の
平
均
寿
命
と
保
健
医
療
水

準
を
実
現
し
て
い
る
。
一
方
、

病
院
で
は
医
師
不
足
、
医
療
機

器
等
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
全
国
の
約
7
割
の
病
院
が
赤
字
経
営

で
あ
る
。
特
に
産
科
、
小
児
科
、
救
急
科
等
の

医
師
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
市
で
は
奨
学
資
金

貸
与
や
入
学
一
時
金
貸
付
、
看
護
師
等
の
資
格

取
得
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
給
付

制
度
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
、
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
医
療
は
社
会

的
共
通
資
本
」
の
一
つ
で

あ
り
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
を
密
に
し
、
将
来
に
わ

た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
「
持
続
可
能
な

地
域
医
療
体
制
」
を
確
立

す
る
。

Ｑ　
林
野
火
災
は
近
年
、
全
国
的
に
多
発
し
大

規
模
化
し
て
い
る
。
本
市
の
林
野
火
災
の
現
状

と
消
防
団
の
装
備
状
況
を
伺
う
。

Ａ　
林
野
火
災
は
焚
火
や
野
焼
き
等
の
不
注
意

で
発
生
し
て
い
る
。
一
定
の
降
水
量
を
下
回
っ

た
状
況
で
、
乾
燥
、
強
風
が
続
く
時
は
「
林
野

火
災
警
報
」
を
発
令
し
、
火
の
使
用
を
制
限
す

る
。
消
防
団
の
装
備
は
機
動
力
の
高
い
装
備
品

を
計
画
的
に
更
新
す
る
。

本市の地域医療構想について伺う
将来にわたり持続可能な地域医療体制をつくる

本市に車中泊避難所の設置が必要では？
今後、調査・研究を進めていく

Ｑ　
災
害
発
生
時
に
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
車
中
泊
避
難
を

選
択
す
る
市
民
の
た
め
に
、
車

中
泊
避
難
所
を
設
置
し
、
車
中

泊
避
難
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、「
白
河
市
防
災

マ
ッ
プ
」
に
車
中
泊
避
難
所
を

新
た
に
記
載
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　
車
中
泊
避
難

は
、
身
体
的
リ
ス

ク
や
、
生
活
支
援

の
孤
立
を
招
く
リ

ス
ク
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
先
進
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
本
市
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
認
知
症
の

方
々
を
消
費
者
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
及
び
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
見
守

り
活
動
を
行
う
、
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議

会
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
は
、
被
害

の
未
然
防
止
な
ど
に
有
効
な
組
織
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
消
費
者
庁
や
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
構
成
８
町
村
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

戸倉　宏一 議員

遠藤　公彦 議員
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Ｑ　
全
国
的
に
若
い
世
代
の
自

殺
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

市
と
し
て
若
い
世
代
を
含
め
た

全
世
代
の
自
殺
対
策
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

Ａ　

市
内
小
中
学
生
を
対
象

に
、
命
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
困
難
に
直
面
し
た

時
の
対
応
方
法
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出

し
方
な
ど
を
学
ぶ
、
助
産
師
や
臨
床
心
理
士
に

よ
る
「
命
の
教
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
新
た
に
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
、
気
づ
き
、
声
か
け
、
話
を
聴
く
な
ど
の
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と
の
大
切
さ
の
理
解

を
深
め
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会
」

を
実
施
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

の
教
職
員
が
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ

き
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
意
識
を
高

め
た
。
さ
ら
に
生
き
る
希
望
や
勇
気
を
与
え
て

く
れ
た
「
私
の
推
し
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
通
し

て
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
る

き
っ
か
け
を
発
信
し
て
い
る
。
一
方
、
乳
幼
児

健
康
診
査
で
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
理
相
談

を
行
い
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

心
の
相
談
カ
ー
ド
を
作

成
し
担
当
者
に
配
付
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
関

係
部
署
と
情
報
を
共
有

し
、
庁
内
連
携
会
議
を

設
置
し
、
自
殺
対
策
を

推
進
し
て
い
る
。

空き家対策、土地活用、住宅取得の3事業を一体的に支援する

Ｑ　
街
な
か
の
空
き
家
、
空
き

地
が
年
々
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
の
重
点
事
業

と
し
て
空
き
家
対
策
、
土
地
活

用
、
住
宅
取
得
の
包
括
的
支
援

策
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

3
事
業
の
包
括
的
な
支
援
策
に

よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
空
き
家
の
解
体
、

街
な
か
居
住
区
域
で

の
民
間
事
業
者
が
行

う
2
区
画
以
上
の
宅

地
造
成
、
お
よ
び
同

区
域
内
で
の
子
育
て

世
帯
に
よ
る
新
築
ま

た
は
中
古
住
宅
の
取

得
を
一
体
的
に
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
を
解
体
し
て
、
活

用
し
に
く
い
土
地
を
宅
地
と
し
て
再
生
し
、
次

世
代
の
居
住
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
活
力
の
向

上
に
努
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

Ｑ　
企
業
誘
致
は
、
雇
用
創
出
や
税
収
の
拡
大

を
通
じ
て
、
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
人
手
不
足
の
な
か
、
今
後
の
企
業
誘
致

を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
方
針
を
伺
う
。

Ａ　
半
導
体
関
連
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
な
ど
成
長
分
野
を
中
心
に
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
共
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
企
業
と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
た
い
。

高橋　光雄 議員

Ｑ　
最
近
、
近
隣
の
独
居
高
齢

者
が
自
宅
内
の
風
呂
場
で
孤
独

死
し
て
い
た
。
高
齢
者
に
も
し

も
の
こ
と
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
と

し
て
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
急
病
や
事
故
等
の
緊
急
時

に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
つ
な

が
る
事
業
を
紹
介
し

て
い
る
。
ま
た
、
人

感
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
室
内
等
で
人
の

動
き
が
な
く
急
病
や

事
故
等
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い

る
緊
急
連
絡
先
や
警
察
・
消
防
等
に
通
報
が
い

き
、
安
否
確
認
を
行
え
る
。
今
後
は
、
市
民
に

対
し
て
制
度
の
周
知
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
見
守

り
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Ｑ　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
歩
数
や
体
重
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
状
態
の
変
化
を
実
感
し
な
が
ら
楽
し
み
つ
つ

継
続
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
測
定
や

健
康
検
診
の
受
診
参
加
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
ク

オ
カ
ー
ド
な
ど
の
賞
品
と
交
換
し
て
い
る
。

大竹　功一 議員

子育て世代が魅力を感じる街なか再生をどうするのか

高齢者にもしものことが発生した場合の対応は?
緊急通報装置を貸与し、コールセンタ一へつなぐ

佐川　琴次 議員

若い世代の自殺者が増加傾向にあるが、市の取組は
悩みを抱え込まず、相談できる環境づくりに努める
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Ｑ　
野
球
場
の
電
光
掲
示
板
化

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
健
全
度
調
査
に
基
づ
く
改

修
の
優
先
順
位
や
財
源
確
保
の

見
通
し
も
踏
ま
え
、
対
応
を
検

討
す
る
。

Ｑ　
し
ら
さ
か
の
森
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

の
増
設
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
率
や
団
体
の

意
見
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

Ｑ　
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
白
河
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
）
の
建
設
場
所

は
、
多
く
の
市
民

が
最
も
利
用
し
や

す
い
総
合
運
動
公

園
周
辺
に
建
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
表
郷
運
動
公
園
に
建
設
を
決
め
た
の
か
伺

う
。

Ａ　
各
運
動
公
園
な
ど
、
6
か
所
を
候
補
地
と

し
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
サ
ッ
カ
ー
場
と
し

て
利
用
率
が
最
も
多
く
、
隣
接
す
る
施
設
を
有

効
に
活
用
で
き
、
県
南
地
域
の
中
心
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
決
め
た
。

Ｑ　
若
者
か
ら
要
望
の
多
い
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
を
踏
ま
え
て
先
進
事

例
を
参
考
に
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

菅原　修一 議員

市民が利用しやすいスポーツ施設の整備
利用者ニーズを踏まえ検討する

Ｑ　
本
市
は
、
人
口
戦
略
会
議

が
公
表
す
る
将
来
的
に
消
滅
す

る
可
能
性
が
高
い
消
滅
可
能
性

自
治
体(

ふ
る
さ
と
の
消
滅) 

に

入
っ
て
い
る
。
本
市
の
子
ど
も

の
数
は
急
速
に
減
少
し
て
お

り
、
例
え
ば
、
か
つ
て
中
央
中

学
校
は
県
一
の
マ
ン
モ
ス
校
で

１
８
０
０
名
も
の
生
徒
が
い
た

が
、
現
在
は
わ
ず
か
約
４
３
０
名
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
地
域
で
は
か
つ
て
賑
わ
い
の
象
徴
で

あ
っ
た
学
校
が
一
つ
、
ま
た
一
つ
消
え
て
い
る
。

合
併
後
の
２
０
０
６
年
２
月
の
消
滅
可
能
性
自

治
体
の
要
件
で
あ
る
子
ど
も
を
産
む
年
齢
層
の

20
代
か
ら
30
代
の
若
年
女
性
の
人
口
は
７
６
８

４
人
、
２
０
２
６
年
2
月
で
は
４
５
９
７
人
で
、

３
０
８
７
人
も
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
子
ど
も

の
減
少
が
進
め
ば
人
口
戦

略
会
議
の
予
測
ど
お
り
白

河
市
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　
深
く
受
け
止
め
て
お

り
、
若
者
や
女
性
に
選
ば

れ
る
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

引
き
続
き
、
雇
用
の
創
出
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
移

住
・ 

定
住
の
促
進
な
ど

に
力
を
い
れ
て
い
く
。

白河市が「消滅可能性自治体」!
深く受け止め、若者や女性に選ばれる魅力ある「まち」づくりを

令和８年度の小・中学校給食費はどうなるか
小学校は実質無償化、中学校は前年据え置き

Ｑ　
市
に
お
け
る
令
和
８
年
度

の
学
校
給
食
費
は
、
食
材
費
高

騰
対
策
と
し
て
市
補
助
金
（
財

源
は
国
の
交
付
金
＋
一
般
財

源
）
を
充
当
し
、
小
学
校
で
は

国
か
ら
の
新
た
な
負
担
軽
減
措

置
が
行
わ
れ
、
保
護
者
負
担
は

な
く
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
国

か
ら
の
新
た
な
負
担
軽
減
措
置

の
財
源
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
市
に
入
る
の

か
。

Ａ　
国
の
交
付
金
２
分

の
１
と
県
の
負
担
分
２

分
の
１
を
合
わ
せ
た
額

が
県
よ
り
市
に
交
付
さ

れ
、
こ
の
交
付
金
（
国

基
準
額
：
１
食
あ
た
り

月
額
５
２
０
０
円
相

当
）
を
「
給
食
費
負
担

軽
減
補
助
金
」
と
し
て
給
食
費
に
補
助
す
る
予

定
で
あ
る
。
な
お
県
負
担
分
に
は
、
国
か
ら
の

財
政
措
置
が
あ
る
。

Ｑ　
中
学
校
給
食
費
は
、
物
価
上
昇
分
を
市
が

全
額
補
助
し
、
令
和
７
年
度
と
同
額
に
据
え
置

き
と
な
る
方
針
で
あ
る
。
こ
の
際
、
さ
ら
に
中

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を
な
く
す
た
め
に

必
要
な
財
源
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
（
※
ち
な
み

に
、
令
和
６
年
度
決
算
の
中
学
校
保
護
者
徴
収

額
は
、
約
９
５
４
６
万
円
で
あ
る
。
）

Ａ　
令
和
８
年
度
予
算
で
算
定
す
る
と
、
年
間

１
億
２
４
４
０
万
円
と
な
る
。

柴原　隆夫 議員

深谷　弘 議員

郡山市「仙台大学サッカーフィー
ルド郡山」を視察
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